
推進費施行区間 L=80m
護岸改修工 L=80m
測量設計費 N=1式

雄物川

←写真①
←写真②

秋田県

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年7月15日～16日の豪雨により雄物川で連節ブロック崩壊が生じた。

今後の豪雨によって護岸崩落が進行し、堤防決壊による後背地への被害

を防ぐため、推進費を活用して緊急的に護岸改修工（連節ブロック工等）を

実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

秋田県湯沢市関口字除柳地先

77,000

（１） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（雄物川水系雄物川）

ユザワ セキグチ ヨケヤナギ

77,000

令和５年７月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、連節ブロック工等を実施する

オモノ

施行箇所

【位置図】 【断面図】 Ａ-Ａ’断面

【平面図】

写真① 写真②

浸水想定範囲

根固めブロック(3t)

連節ブロック工

護岸改修工

HWL

連節ブロック崩壊

令和5年10月26日撮影

雄物川

河床洗掘に
よる連節
ブロック工崩壊

令和5年7月26日撮影

雄物川

河床洗掘による
連節ブロック工崩壊



皆瀬川

雄物川

R0.4k

R0.2k

L0.4k

L0.2k

L0.0k

秋田県

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年7月15日～16日の豪雨により皆瀬川で根固めブロック流失が生じた。

今後の豪雨によって護岸崩落が進行し、堤防決壊による後背地への被害

を防ぐため、推進費を活用して緊急的に護岸改修工（連節ブロック工等）を

実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

秋田県湯沢市角間字向川原地先

237,000

（２） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（雄物川水系皆瀬川）

ユザワ カクマ ムコウカワラ

237,000

令和５年７月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、連節ブロック工等を実施する

オモノ ミ ナ セ

施行箇所

【位置図】 【断面図】 Ａ-Ａ’断面

【平面図】

写真① 写真②

HWL

根固めブロック流失

根固めブロック(3t)

連節ブロック工護岸改修工

令和5年10月26日撮影

写真③被災後

根固めブロック
３列流失

根固めブロック
３列沈下

根固めブロック
沈下による
堆積土開口

令和5年7月25日撮影 令和5年8月8日撮影
推進費施行区間 L=220m

皆瀬川

根固めブロック
３列沈下

根固めブロック
３列流失

L0.6k

推進費施行
区間 L=220m

令和5年9月25日撮影

航空写真 浸水想定範囲



令和5年6月6日令和5年6月8日

A’

A

要配慮者
利用施設

推進費施行区間 L=40m
護岸改修工 L=40m
測量設計費１式

静岡県

長野県

岐阜県

愛知県
三重県

静岡県

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年6月2日～3日の豪雨により安倍川で護岸損傷が生じた。

今後の豪雨によって護岸崩落が進行し、堤防決壊による後背地への被害

を防ぐため、推進費を活用して緊急的に護岸改修工（コンクリートブロック張工

等）を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

静岡県静岡市葵区牛妻地先

100,000

（３） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（安倍川水系安倍川）

アオイ ウシヅマ

100,000

令和５年６月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、コンクリートブロック張工等を実施する

ア ベ

施行箇所

【位置図】 【断面図】 Ａ-Ａ’断面

【平面図】

写真① 写真②

30m

道路

護岸損傷

水制が沈下

18m12m

4.1m

洗掘

水制工

コンクリートブロック張工

要配慮者
利用施設

推進費施行区間 L=40m

県
道
29
号

浸水想定面積30,960m2、浸水戸数15戸

浸水想定範囲

【航空写真】



河岸洗掘により根固め工が
流出している

低水護岸が流出している

令和5年6月7日撮影

護岸背後の土砂が流出している

令和5年6月7日撮影

根固め工が流出し、河岸洗掘により
低水護岸の基礎が沈下し損傷

岐阜県

木
曾
川

長
良
川

揖
斐
川

愛知県

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年6月1日～2日の豪雨により木曾川で護岸損傷が生じた。

今後の豪雨によって護岸崩落が進行し、堤防決壊による後背地への被害

を防ぐため、推進費を活用して緊急的に護岸改修工（法枠護岸工）を実施し、

地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

愛知県一宮市北方町北方地先

150,500

（４） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（木曾川水系木曾川）

イチノミヤ キタガタ

150,500

令和５年６月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、法枠護岸工を実施する

キ ソ

施行箇所

【位置図】 【断面図】 Ａ-Ａ’断面

【平面図】

写真① 写真②

浸水想定範囲

【航空写真】

3m 2m 16m

8m被災前

被災後
洗掘

最深河床高より
1.0m深く設置

法枠護岸工

推進費施行区間 L=40m
護岸改修工 L=40m
測量設計費 1式 A A

’
写
真
②

浸水想定面積153km2、浸水戸数127,188戸

推進費施行区間 L=40m
幼稚園

小学校

光明寺公園
球技場

保育園



雨水浸透により堤体がはらみ出し、空石積みが損傷

終点

令和5年6月8日

愛知県

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年6月2日の豪雨により矢作川で堤脚保護工損傷が生じた。

今後の豪雨によって堤脚保護工の損傷が進行し、堤防決壊による後背地へ

の被害を防ぐため、推進費を活用して緊急的に堤脚保護工（コンクリートブ

ロック積み工）等を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

愛知県岡崎市矢作町宝珠庵地先

75,000

（５） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（矢作川水系矢作川）

オカザキ ヤハギ ホウジュアン

75,000

令和５年６月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、コンクリートブロック積み工等を実施する

ヤハギ

施行箇所

【位置図】 【断面図】 Ａ-Ａ’断面

【平面図】

写真①

パラペット
（既設）

兼用道路

ブロック
堤脚

D.H.W.L

9.0m

6.2m

3.0m
コンクリートブロック積み工

盛土工

官
民
境
界

浸水想定面積35.9km2、浸水戸数31,581戸

東レ岡崎工場

矢作東小学校

推進費施行区間 L=35m

令和3年11月

堤体のはらみ出し
による変状量
約10cm

令和5年6月8日

【航空写真】

浸水想定範囲

写真②

始
点

終
点

推進費施行区間 L=35m
堤脚保護工 L=35m
測量設計費 N=1式

23.6k
23.4k

23.2k

.0k

A ’

A

堤脚保護工



推進費施行区間 L=70m

護岸改修工
L=40m
（被災箇所①）

（被災箇所②）

護岸改修工
L=30m

護岸改修工 L=70m

山鹿市

菊池川

小学校

加恵・高島地区排水
施設

(浸水範囲13.1km2、浸水戸数3,951戸)

被災箇所①

被災箇所②

写真①

写真②

B
B’

熊本県

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年6月30日～7月1日の豪雨により菊池川で河岸侵食が生じた。

今後の豪雨によって護岸崩落が進行し、堤防決壊による後背地への被害

を防ぐため、推進費を活用して緊急的に護岸改修工（連節ブロック工等）を実

施し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

熊本県菊池市七城地先

44,000

（６） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（菊池川水系菊池川）

キクチ シチジョウ

44,000

令和５年６月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、連節ブロック工等を実施する

キクチ

施行箇所

【位置図】 【断面図】

Ａ-Ａ’断面

【平面図】

写真① 写真②

浸水想定範囲

【航空写真】

2023.7.18撮影

推進費施行区間 L=40m

護岸改修工 L=40m

推進費施行区間 L=30m
護岸改修工 L=30m

2023.7.18撮影

B-B’断面



349

399399
E4

伊達桑折IC

桑折JCT

4

349

115115 霊山IC

399399

伊達中央IC
115115

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年8月3日に一般国道115号で山崩れが発生し、全面通行止めを

行った。

このため、推進費を活用して緊急的に法面対策工（吹付法枠工等）を行う

ことで再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

国土交通省

福島県伊達市保原町大柳地先

422,000

（７） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業(一般国道115号)

ダ テ ホバラ オオヤナギ

422,000

令和５年８月の山崩れが発生した箇所に対して、再度災害防止対策
として、吹付法枠工等を実施する

写真① 法面崩壊状況

【位置図】

福島県

施行箇所

【断面図】Ａ－Ａ´断面

【広域図】写真② 法面の孕みだし

鉄筋挿入工

道路土工

排水構造物工

排水構造物工

Ａ

Ａ’

推進費施行区間 L=110m

至
相
馬
市

至
桑
折
町

道路土工 V=8,000m3
吹付法枠工 A=2,000m2
ソイルセメント吹付工 A=550m2
鉄筋挿入工 N=150本
排水構造物工 一式

115

凡例

：変状箇所

①

②

【平面図】

施行箇所



至 熱海

（一）伊東川奈八幡野線

（国）１３５号

施行箇所

至 下田

 

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年5月7日～8日の豪雨により、一般県道伊東川奈八幡野線で法面

崩落が発生し、全面通行止めを行った。

このため、推進費を活用して緊急的に法面対策工（ブロック積工等）を行う

ことで再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

静岡県

静岡県伊東市川奈地内

82,000

（８） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業(一般県道伊東川奈八幡野線)

イトウ カワナ

41,000

令和５年５月の豪雨による被害を受けた隣接箇所に対して、再度災害
防止対策として、ブロック積工等を実施する

写真②

【位置図】

静岡県

施行箇所

【断面図】Ａ－Ａ´断面

【広域図】写真③

【平面図】

イ ト ウ カ ワ ナ ヤ ワ タ ノ

赤 推進費施行箇所
緑 災害復旧・関連（当年度施行）

凡例

As

 L= 4.000
PH=91.556

GH=91.54

8
7
9
0

1:
0.
5

1:
0.
6

5
0
0

2.32

FH=82.75

FH=91.54

100

8
2
7
0

5
2
0

1:0.
5

1:
0.
6

Fl

盛土Bs

300

ブロック積工

ガードパイプ工

L=12.0ｍ L=8.0ｍ L=30.0ｍ

推進費施行区間　L=42ｍ
ブロック積工　　　A=293m2
ガードパイプ工　　L= 42ｍ

推進費施行 復旧延長 推進費施行

至 下田→←至 熱海

堀田支23 堀田支22

H=91.787

85.77

87.13

91.87
91.5291.21

90.91 (一)伊東川奈八幡野線As As

85.42
83.75

崩壊

土砂堆積

91.5091.27
T1T2

KBM.1
KBM.2

85.41

90

支

88.99

H=90.818

GP

As
92.47

T5-3

T5-4

T5-5

崩土

81.
81.57

81.81

82.37

83.01

90

85

85

83.80

84.79

86.37

86.39

87.06

85.64

88.3388.32

86.60

87.65

86.48
87.33

②

A
A’

崩落箇所
③

至 下田→← 至 熱海

山 側

谷 側

災害復旧事業

至 熱海至 下田

至 下田至 熱海

至 熱海

至 下田

①

写真①

135

135


